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（makes of himself）ものなのだ」 （A・G・Bell）
（15） 拙論「学校経営シリーズ1」『安田女子大学紀要』第42号（2014年）。追加説明をすれば，日下公人『思
考力の磨き方』PHP，2012年　によれば，組織の発展は，モード・ファッション・スタイルの形態を
経るが，最も人間的なのはモードであり，硬いスタイル形態の組織の改善は，再度モードから問い直
すことから始まる。
（16） いわゆる真理といわれるものであるが，筆者の立場では，「神」「仏」は想定しない。哲学的には，
「真」「道」「無」「空」「仁」などのより大きな思考の枠組みが考えられる，ただし，これが「わが真
理」として一定の価値を持つとイディオロギーに堕してしまう。現実には，西洋思想も東洋思想もそ
の多くがこうなってしまったが，再び元の「超（没）価値」の思考の枠組みにしなければならない。
ついでながら，近年，西洋思想の流れの中で，こうした脱イディオロギーの枠組みを打ち立てようと
したのが，ミシェル・フーコーやレヴィ＝ストロースなど構造主義者の言う「構造」であろう。
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のためにはまた，能動的な学習「AL（active learning）」が求められて来ているのである。
 　ここに至っては，「教師が教える人・
生徒・学生は学ぶ人」という図式では
教育は完結できず，学ぶ人が前面に出
てこなければ次代の学力は成長しない
のである。これからの学力は，探究思
考をし，仮説設定で「思
・
考
・
錯
・
誤
・
」しな
がら，最初の思考を時に改めて再思考
をしてみるなどの重層型の学力が求め
られるのである。
　そこで，日々の授業での「学習姿
勢」「学習内容」と学校全体の行事と
しておこなう「学習システム」の3点
から，具体的な改善実践例を数例挙げてみよう。
　②「実践例」・・学習主体者としての育成
（なお，実践例には，外国の例や試案も含まれている。いずれにしても，筆者推奨ものである。）
◎「学習姿勢での育成」・・「学習リーダーになることで主体性を」
＊ 「国語での小論文学習」・・グループ内で相互に検討してベスト作品を選考し，その後数グループでのベ
スト論文数本をまた読みクラスのベスト3を選出する。教師はそれを添削し，クラスに掲示して学習の深
化と発展・定着を図る。（Y高校でのY教師の実践・・多くの論文を学習者が読みあうことで学力が育成さ
れる。）
＊ 「授業の展開で，教師補助を行う生徒」・・応募した彼等に事前学習を行わせて，彼らが実際の授業でア
シスタントとしてクラス生徒の学習相談に乗る。（I高校I教師の実践・Y中学2年生の実践）
＊ 「プロジェクト型学習」17）・・最初の授業開始時に，自分の学習計画を立てて学習プロジェクトを作成す
る。学習到達目標は教師と共に設定し，学習進度は自己評価で行う。（S高校での試行的実践）
＊ 「生徒による補習指導」・・その生徒の得意科目で生徒が先生役となり補習を担当（G高校でのD生徒らの
グループの発案と実践）
◎「学習内容での育成」・・「発展的内容に挑戦・自主教材の作成で主体に」
＊ 「外国語教材での学習」・・社会・理科・家庭・芸術・体育などの学習において，一次資料の教材を取り
上げて学習を行う。英語・ドイツ語・フランス語，中国語や韓国語などによる資料で，できるだけ一次資
料に接近させることで，研究への関心を高めることができる。（十数年前からの筆者の「社会科授業」で
の実践。現在はIT社会で実現性は高い。・・外国語による授業ではない・・）
＊ 「現場での学習・現場講師による学習」・・一次資料という発想と同じであるが，それよりももっと現場
直結なのが，現場への研修や現場からの講師による学習であろう。（これについては，インターンシップ
など現在では様々な取り組みが行われている。）
◎「学校システムとしての育成」・・「個人自己選択・自主エントリーで主体に」
　 ・・一般に行われているものとしては，「スピーチコンテスト」・「弁論発表会」・「古典暗唱大会」・「詩の
ボクシング」などがあるが，ここではさらに，これからの改革試案も含めて例を挙げてみよう。
＊ 「開放型学習講座」
〈クラス横断講座〉・・習熟度クラスではなく，テーマ別にクラス編成し，そこで個人が選択して学習する。
（「テーマ別クラス横断講座」として，現実に実施学校もある。）
（17）拙論「プロジェクト達成評価のあり方について（2）」『安田女子大学紀要』第40号（2012年）
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〈学年横断講座（無学年講座）〉・・現在の大学での「共通教育講座」形態の中高生版である。（大学で実現で
きているので中高でも可能である。）・・＊もし，これを阻害するとしたら，それは単なる「学力一律論」で
あろう。・・筆者は思う，なぜ18歳にならないと大学入試を受けられないのであろうか，10歳を過ぎた頃から，
学力は「個別」なものであるという発想が必要である。
〈学校横断講座（ブロック連携学校）〉・・連携校での単位取得を大幅に認めることで生徒の移動を進める。「国
際協力講座」「アントロプレナーシップ育成講座」などのようなテーマ性が明確であればすぐにでも可能。
・・＊「入った学校と出る学校が異なる」ことが多いアメリカの大学のように，学力が個別なことという発
想からすると，個人の移動の自由化があってもよいのではないか。これは，現在の大学でも「単位交換」制
として実施しており，模倣可能なシステムであるので，まずは高校の連携校から始めるが，中学生でも可能
なのではないか。また，さらには米国の大学で行われている「オープンエデュケーション」（MOOC）のや
り方も中・高等学校で導入することも考えられる。
＊ 「リーデイングマラソンによる国際支援」・・「本をよく読む」と街の本屋が奨励金を出してくれる，それ
をYUNICEFに寄付をするシステムである。（アメリカ・イギリスで実施と聞く。）
＊ 「作品制作による生徒の学校支援」・・絵画などの生徒作品のオークションにより，学校の活動資金を調
達するシステム。（アメリカで実施と聞く。）
＊ 「生徒リーダーによる講座の設定」・・何らかの得意能力や資格を持つ生徒や学生が講座を担当できるよ
うにする・・明確な契約システムなどの整備もおこなう。（いくつかの大学では実施している。）
◎「ALのすすめ」・・まとめとして
　既述したこれらの取り組みは，ニューヨークの学習NPOの提言・・「理想の授業（インスパイ
アード・ティーチング）では、教師は，生徒達が，思考し集団討議を経た後で、それを認知し，
気づきをして学習を広げたり押し上げたりするものである」18）の考え方と一致する。
 　＊それはまた，筆者がかつて東京大
学のC教授から伺ったエピソード（企
業勤務時代でのスタンフォード大学院
派遣時の授業）を想起させる。・・「こ
の大学院では，授業の前半は，学生達
がそれぞれのレポートを読みあい，相
互に検討する時間なのです。教師は来
ないのです。教師は後半に来て，レポ
ートのコピーを読みながら議論に加わ
るのですが，その指摘と意見がまさに
的確で，さすがプロフェッサーと思っ
たものです。」（C先生の弁）
　また，こうした学習を支えるために
は，学習観を明確にAL（積極学習）
に変えるべきであり，そのためには，
「授業評価」の観点も改善すべきである。これまでのようなPL（受動学習）では，これに対応する懇切
丁寧な「よくわかる授業」を行い，「授業満足度」なるものを上げることができるであろうが，生徒や
学生は，実際には賢くなっていないし，リーダー的な資質の向上もないのである。ALにするには，こ
のPLを前提とした「授業評価表」（先生主導で，その先生の教え方を評価するもの）を改変して，AL
型の評価（生徒・学生を主役にして，彼らの学びを中心に，質問・討議・発表を評価するもの，教師は
それをプロデュースしたかどうかを評価するもの）にしなければならない。
（18）ビバリー・シュワルツ『静かなるイノベーション』英治出版，2013年，56p。
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（2）「心の活動」（心力育成）・・生活指導
　①「活動のポイント」
　「生徒会や学友会が貧弱な学校は何をしても中途半端ですね」という言葉をよく聞くが，これ
は学校の活動主体である生徒・学生の状況が教育の「要幹」であることを示すものである。「や
らされる」よりか「やってみたい」という方が能力は伸びるので，文科省でも，言葉としては，
「自己判断や決定権の場」を与え得るよう指導しているが，現場ではなかなかうまくゆかない。
それは，やはり安全志向からの規制が多く，そのために責任者は，過剰なほどの干渉を行い，そ
れが子供の成長を阻害しているからなのである。
　子供は，自分たちの思いを立ち上げ，行い，その中で，反対意見や外的規制に出会い，自己抑
制や修正などを経ながら，自分たちの思いをより高次なものへと作り上げていくなどの数々の体
験を積むことにより，「重層的な感情」を持つのである。この体験活動を行うためのポイントは，
自由な活動を奨励する学校文化の創造である。特に，生徒会・学友会の主体的自律性を高めるた
めに独立した「本部機関」としての機能を認め，プランと活動計画・企画書を作成できる能力を
成長させることである。その際に，彼らに役割を意識させるために，渉外用の「生徒会・学友会
役職名刺」を作成するのも一案である。
活動姿勢・活動内容・活動システムの3点から，具体的な実践例を数例挙げてみよう。
　②「実践例」・・生活主体者としての育成
（3）「身体活動」（身心育成）・・身体・心身指導
　①「活動のポイント」
　身体での「主体性育成」でも「重層的な対応」能力が求められる。それは第一には，自分の持
◎「活動姿勢」・・「自己選択・自主活動・自己責任」で主体性育成
　 ・・これまでの実践としては，「体育祭自主応援団」・「自主的花畑・芋畑委員会」・「下級生学校（小中校）
へのクラブ指導」など活動主体が自己選択してリーダーとなるものである。その他の例として・・・
＊ 「清掃自主エントリー」・・掃除場所を生徒が選択し，グループで清掃を実施する（割り当て制よりも自
主的で自己責任感も育つ。）
＊ 「生徒指導委員会」・・礼儀や服装などの生徒組織での検討会・・（生徒自主型となるので「強制から説得へ，
さらに納得へ」と自己責任力が高まる。）
◎「活動内容・活動システムとして確立」・・社会との接触でリーダ育成
 ＊ 「地域ボランティア活動」・・地域老人家庭への支援・ゴミ出し援助
（地域とつながることで生徒の社会的位置づけが自覚できる。）
＊ 「小学生の登下校支援」・・交通旗振り隊，「駆け込みお兄ちゃん・
おねえちゃん」の認定（地域での役割がわかるとともに，中高生は
自分の成長も自覚できる。）
＊ 「国際ボランティア活動」・・卒業生の靴・ジャージを途上国へ援助
（世界での日本の位置づけが認識できる。G高校・I高校）
＊ 「購買部主催　生徒川柳大会」・・生徒の自主グループが購買部とタ
イアップして生徒川柳を募集し，優秀作品には表彰と副賞を授与。
（学校内業者との連携で世間が広がる。G高校購買部）
（19） 拙著『教育という仕事』安田女子大学助成出版，2014年，195p。なおこのエピソードはフィクション
ではあるが，G高校のバレー部顧問S先生と彼の指導「再挑戦者から学ぶ」は実際のことである。残念
ながら，Ｓ先生は壮年期に病に倒れたが，彼のような指導者が多く輩出することが望まれる。
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てる身体的能力の展開であるが，次には，その得意な第一的技能を失ったために，残された機能
で工夫しながら第二技能に挑戦して行くことである。ここでは，この「挑戦」に向かう取り組み
について次の「エピソード」19）を紹介したい。学校教育としても，この再挑戦の支援を「スピ
リッツ」（学校文化）としても「システム」（学校関連携や人材交流）としても保証するものとし
て行きたい。
　②「実践例」・・心と身体の主体者としての育成
◎「Cさん物語（高校生）」
おわりに・・・これからの学校・・「攻撃は最大の防御」
　組織は，守ろうとすればするほど，保守的で暗くなり，面白くなくなる。そして，こうした前
方の見えない面白くない組織ほど，問題も解決しない。それは，この組織では，対策のほとんど
が弥縫策であり，根本の解決には至っていないからである。
　本論の「はじめ」でも述べたように，一般に，組織はその社会の主産業育成のために造られる
が，一度出来上がると，社会状況が変化し主産業の様態が変わっても，組織の変化対応は遅れ
る。それは，組織の奥には，それを支える一定の思考方式と価値観があり，それが判断規準を作
り，集団圧力を生み出し，人々の心を拘束するからである。これらの思考方式は，組織的安定を
もたらす反面，逆に改革意欲を抑制し，改革運動の抑圧にも働くのである。こうした「文化的タ
イム・ラグ」はいつも歴史上の問題であったし，現在でも同様である。
　こうした心が拘束された人々を，評論家や純哲学者は「衆愚の群れ」（herde）として批判し
ていればよいのであろうが，教育現場を預かる「実践的研究者」としては，この衆人の中に主体
のある人材を育ちあげなければならない。
　現在の教育組織はそれにどう対応しようとしているのだろうか。防御の姿勢であれば，安心・
安全路線を選択し「一斉・一律・平均」の衆人監視のシステムを強化し，内部改善模索を行うこ
とだろう。もし，攻撃の方向へ向い，組織改革を行うならば，「個別・多種・多様」の人材育成
という，前向きだが不安定な世界へ一歩踏み出すこととなろう。そのどちらも問題を抱える。一
方は「内部対応神経症」を，もう一方は，「外部対応不安症」を・・。
　どちらにしても問題を抱えるならば，前向きに組織改革を行い攻撃に転ずる方が，未来志向で
明るいだけましであろうか？・・・今回の提案はそうした気持ちから行ったものである。方向性
を示す一灯となれば幸いである。
〔2014.　9.　25　受理〕
　陸上短距離が得意なCさんは高校生のインターハイ中国大会出場を果たし，一応入賞のレベルの能力
を持っていた。しかし，病におかされ，右足を切除。一時は，生きる希望を失っていた。しかし，ある
日の日曜日，自校の体育館でのバレーの練習試合を見たことで新しい目標を持つことできた。・・・そ
れは・・・「日曜日のバレー部の練習試合を見学しました。相手チームの様子が少し変わっているなと
感じたのはしばらくしてからでした。特別支援学校の生徒で耳が不自由なメンバーでのバレー部でし
た。その時，私は我が校のバレー部が『胸を貸してやっているんだ』との思いになりました。県でもベ
スト8の常連チームですから。しかし，私の思い上がりは，顧問のS先生の言葉で飛びました。先生は，
途中のタイム時にこう言ったのです。『彼等から習え，彼等は耳が聞こえないからどうしているんだ。
目で合図しているだろう，おまえ達は言葉だ。目が速いんだ，遅れをとっているのはそうだからだ，勉
強させてもらえ。』・・・できないこと（disable）からできることへの挑戦（challenge）の視点へ。そ
れから私も，自分の身体の可能性を追求したいと思うようになりました。」・・・Cさんの義足での走り
幅跳びへの挑戦のはじまりである。
133
